
フィジー共和国 

 ニュージーランドの既
参加青年と協力して、
学校のIT環境充実の
ための活動実施
（2008年） 

 寄附を募り、経済的に
恵まれない子どもたち
が学校へ行けるように
支援する活動を開始
（2009年） 



インド 

 ガンジーの非暴力と平
和の遺志を引き継いで、
「平和教育」を上智大学、
東京外国語大学などで
実施 

 経済的に恵まれないス
ラムの子どもたちに教育
の機会を提供する「オー
プン・スクール」を実施、
1000人以上の子どもた
ちが参加 



ケニア共和国 

 2007年に起きた暴動に
より避難民となった人々
のキャンプで、日本人既
参加青年の協力のもと、
支援活動を実施 

 ケニア既参加青年がボ
ランティアで運営するス
ラムの学校に、日本人既
参加青年が協力して、学
用品の支給など継続的
に支援（ツペンダンネ） 



モーリシャス共和国 

 既参加青年が代表の
一員を務める団体で、
若者がリーダーシップ
を発揮し、差別の無い
国を目指す活動を実
施 
（2006年より複数回） 



メキシコ合衆国 
 富裕層から不要となっ
た物を回収、経済的に
苦しむ人々のもとへ運
び、無料で配布、
10,000人を超える
人々が恩恵を受けた 

 「世界青年の船」参加
青年の選考の過程で、
応募者100名以上が
貧困地区でボランティ
ア活動に従事した 



メキシコ合衆国 

 「世界青年の船」事業
でカナダの代表青年
が実施している活動に
影響を受け、メキシコ
でスポーツを通じた青
少年育成活動を実施、
23,000人を超える子
どもたちを指導 

 国連のミレニアム開発
目標の活動としても認
められた 



メキシコ合衆国 

 3週間の青少年育成プ
ログラム、「Back on 
Board」を実施 

 ボランティア精神、異
文化理解、社会貢献
活動に対する啓蒙プロ
グラムに合計315人が
参加、様々な活動に取
り組んだ（2009年） 


